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ぺ
レ
ス
ト
初
登
頂
五
十
年

ある。
一
九
五
三
　
（
昭
和
二
十
八
）
　
年
五
月

群
馬
県
山
岳
連
醒
常
任
理
事

二
十
九
日
、
イ
ギ
リ
ス
隊
の
エ
ド
モ
ン

八
木
原
　
図
明
　
　
ド
・
ヒ
ラ
リ
ー
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

と
テ
ン
ジ
ン
・
ノ
ル
ゲ
イ
（
イ
ン
ド
在

昨
年
の
国
連
が
提
唱
し
た
　
「
国
際
山

岳
年
」
　
は
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ほ
ど
の

盛
り
上
が
り
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

日
本
山
岳
協
会
の
力
の
入
れ
方
が
も

う
一
つ
足
り
な
か
っ
た
、
と
反
省
し
て

い
る
が
、
我
々
登
山
者
を
含
め
て
地
球

環
境
、
自
然
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え

る
た
め
の
　
「
元
年
」
　
と
し
た
い
。

そ
し
て
今
年
は
登
山
史
だ
け
で
な
く
、

歴
史
に
残
る
出
来
事
と
し
て
の
　
「
エ
ベ

レ
ス
ト
初
登
頂
五
十
年
」
　
目
の
年
で
も

住
の
ネ
パ
ー
ル
人
）
　
の
二
人
が
、
世
界

最
高
峰
の
頂
上
に
立
っ
た
。

世
界
の
屋
根
と
言
わ
れ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
、
そ
の
中
で
最
も
高
い
八
八
四
八

メ
ー
ト
ル
の
超
高
所
、
南
極
・
北
極
に

次
ぐ
「
第
三
の
極
地
」
　
と
呼
ば
れ
る
前

人
未
踏
の
聖
な
る
絶
頂
で
あ
っ
た
。

因
み
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
カ
ラ
コ
ル
ム
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
難
峰
、
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ

ッ
ト
（
八
一
二
五
メ
ー
ト
ル
）
　
が
五
十

八
年
の
歳
月
と
三
十
一
人
の
犠
牲
の
後

に
、
西
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
合
同

隊
の
、
あ
の
超
人
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル

が
単
独
登
頂
し
た
の
が
同
じ
年
の
一
九

五
三
年
七
月
三
日
で
あ
る
。

蛇
足
で
あ
る
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府

は
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
登
頂
五
十
年

を
記
念
し
て
、
今
年
は
六
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
以
下
の
山
は
登
山
料
を
タ
ダ
に
し
、

そ
れ
以
上
高
い
山
に
つ
い
て
は
半
額
に

す
る
と
い
う
。

パ
キ
ス
タ
ン
に
し
て
み
れ
ば
　
「
エ
ベ

レ
ス
ト
だ
け
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
な
い
ぞ
」

と
言
い
た
い
だ
ろ
う
し
、
一
昨
年
の
ア

メ
リ
カ
の
九
・
一
一
テ
ロ
以
来
、
登
山

隊
が
減
り
、
お
ま
け
に
イ
ラ
ク
攻
撃
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
状
況
の
中

で
、
少
し
で
も
来
て
欲
し
い
か
ら
で
も

あ
ろ
う
。

エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
か
ら
五
十
年
目

の
今
年
二
〇
〇
三
年
二
月
、
日
本
山
岳

協
会
で
は
第
四
十
一
回
海
外
登
山
技
術

研
究
会
の
講
師
・
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

と
し
て
、
一
九
七
五
年
秋
に
エ
ペ
レ
ス
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まんぐ畠山

ト
南
西
壁
の
初
登
筆
者
で
あ
る
現
イ
ギ

リ
ス
山
岳
会
会
長
の
タ
グ
・
ス
コ
ッ
ト

を
招
い
た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
は
日
本
山
岳
会

が
一
九
六
九
年
秋
に
試
登
し
、
七
十
年

に
失
敗
し
、
そ
の
後
も
国
際
隊
や
ク
リ

ス
・
ボ
ニ
ン
ト
ン
隊
な
ど
が
挑
ん
で
は

失
敗
し
続
け
て
い
た
。

一
九
七
二
年
秋
に
次
い
で
の
再
挑
戦

で
あ
る
ボ
ニ
ン
ト
ン
率
い
る
イ
ギ
リ
ス

隊
は
、
八
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
す
高

所
に
あ
る
大
岩
壁
・
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の

攻
略
を
、
そ
れ
ま
で
の
右
ル
ー
ト
で
は

な
く
、
左
手
の
ガ
リ
ー
に
向
け
、
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
の
唯
一
の
弱
点
を
突
き
、
イ

エ
ロ
ー
バ
ン
ド
下
へ
入
る
緩
傾
斜
バ
ン

ド
、
ラ
ン
ぺ
を
抜
け
て
、
ド
ゥ
ガ
ー
ル
・

ハ
ス
ト
ン
と
ダ
グ
・
ス
コ
ッ
ト
が
つ
い

に
南
西
壁
を
陥
落
さ
せ
た
。

B
C
か
ら
頂
上
ま
で
の
登
山
期
間
は

三
十
三
日
間
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
エ

ベ
レ
ス
ト
登
山
の
最
短
記
録
と
も
な
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
前
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト

初
登
頂
を
目
指
し
、
あ
れ
ほ
ど
の
隊
を

送
り
出
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
「
初

め
て
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
エ
ベ
レ
ス

ト
登
頂
」
　
と
も
な
っ
た
登
山
で
あ
っ
た
。

こ
の
南
西
壁
の
　
『
冬
期
初
登
撃
』
を
、

た
っ
た
十
八
日
間
で
成
功
さ
せ
る
の
か
、

一
九
九
三
～
四
年
冬
期
の
我
が
群
馬
県

山
岳
連
盟
隊
で
あ
る
。

八
王
子
の
海
外
登
山
研
究
会
の
二
日

目
の
朝
、
私
は
タ
グ
と
二
人
で
朝
食
を

と
り
な
か
ら
雑
談
し
て
い
た
。

ダ
グ
は
　
「
登
頂
記
念
日
で
あ
る
本
年

五
月
二
十
九
日
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
記

念
式
典
が
開
か
れ
る
が
、
式
典
に
は
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
も
出
席
す
る
」
　
と
言
っ

て
い
た
。

私
が
　
「
ヒ
ラ
リ
ー
も
来
る
の
か
」
　
と

聞
く
と
、
「
ヒ
ラ
リ
ー
は
六
月
に
ロ
ン
ド

ン
へ
来
る
。
そ
の
時
に
デ
ィ
ナ
ー
・
パ

ー
テ
ィ
ー
を
催
し
、
そ
の
収
益
金
を
ヒ

ラ
リ
ー
の
ネ
パ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

寄
付
を
す
る
」
　
と
も
言
っ
て
い
た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
時
の
有
名
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
が
、
「
登
頂
か

ら
四
日
後
の
六
月
二
日
が
エ
リ
ザ
ベ
ス

女
王
の
戴
冠
式
」
　
で
あ
っ
た
が
、
ち
ょ

う
ど
そ
の
日
に
　
「
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂

成
功
」
　
の
）
ニ
ー
ス
が
全
世
界
に
流
れ
、

戴
冠
式
に
も
う
一
つ
花
が
添
え
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
今
年
は
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ

ザ
ベ
ス
現
女
王
の
戴
冠
式
五
十
周
年
の

年
に
も
あ
た
る
の
で
あ
る
。

群
馬
県
高
体
連
登
山
専
門
部
委
員
長
　
小
林
　
達
也

第
二
十
五
回
県
民
登
山
大
会
が
、
十

月
二
十
七
日
（
目
）
、
子
持
山
・
小
野
子

山
を
会
場
に
行
わ
れ
、
今
回
は
高
体
連

登
山
部
が
担
当
し
た
。

寒
冷
前
線
の
通
過
に
伴
う
前
日
の
夜

半
過
ぎ
か
ら
の
雨
は
、
ひ
と
し
き
り
雨

足
を
強
め
気
を
揉
ま
せ
て
く
れ
た
が
、

当
日
の
朝
、
日
が
昇
る
に
つ
れ
て
青
空

が
広
が
り
、
肌
寒
さ
を
感
じ
る
も
の
の

ま
ず
ま
ず
の
登
山
日
和
に
恵
ま
れ
た
。

北
毛
青
年
の
家
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

会
式
を
行
っ
た
後
、
参
加
者
約
一
八
〇

名
は
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
登
山
行
動

に
移
っ
た
。

用
意
し
た
四
コ
ー
ス
は
春
の
県
高
校

総
体
に
お
い
て
実
際
に
使
用
す
る
コ
ー

ス
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
市
販
の
地
図

な
ど
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
参
加
者

に
は
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
特
に
A
コ

ー
ス
　
（
浅
間
山
～
子
持
山
）
　
へ
の
参
加

者
が
多
く
、
用
意
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

一
台
で
は
事
足
り
ず
、
高
崎
山
岳
会
が

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
に
輸
送
を
お
願

い
し
、
ど
う
に
か
対
応
す
る
こ
と
が
で

きた。ど
の
コ
ー
ス
も
ほ
ぼ
予
定
し
た
時
間

で
進
行
し
、
早
い
コ
ー
ス
で
午
後
一
時

頃
に
は
北
毛
青
年
の
家
に
帰
着
し
、
女

子
高
校
生
達
が
用
意
し
て
く
れ
た
豚
汁

を
賞
味
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
「
美
味
し

い
」
　
と
、
こ
ち
ら
も
好
評
で
あ
っ
た
。

午
後
三
時
に
は
最
後
の
C
コ
ー
ス
も
全

員
無
事
帰
還
し
、
午
後
三
時
半
、
大
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
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第13回　三枝照雄賞成績

1 �柳　　和宏 �新潟県十日町高校 �20　20′　47〝 

2 �高橋　昭彦 �県立前橋高校 �2。30′　22〝 

3 �若井　一樹 �新潟県十日町高校 �2。33′15〝 

4 �目部　買博 �県立高崎高校 �20　33′　39〝 

5 �太平　　陽 �新潟県十日町高校 �20　36′　06’′ 

6 �斉藤　裕文 �新潟県十日町高校 �20　39′　21’′ 

7 �富澤　年樹 �新潟県十日町高校 �2。45′　24” 

8 �飯塚　裕喜 �新潟県十日町高校 �2。46′　50” 

9 �小林　美久 �新潟県十日町高校 �20　47′14” 

10 �柳　　尚宏 �新潟県十日町高校 �20　49′13′′ 

11 �野上　輝樹 �新潟県十日町高校 �20　53′　43′′ 

12 �水野　美咲 �新潟県十日町高校 �20　55′　53′′ 

13 �丸山　剛志 �県立高崎工業高校 �2。57′　59” 

14 �沢田　哲治 �県立安中実業高校 �3。25′　46” 

15 �瀬下　恵介 �県立高崎工業高校 �30　27′　44′′ 

16 �小山　宗之 �新潟県十日町高校 �30　34′　20′′ 

17 �吉井　黒人 �新島学園高校 �3。42′　27” 

18 �柴山　大寿 �県立高崎高校 �3。47′10” 

19 �松田　智也 �新島学園高校 �3。48′　52′′ 

20 �西田　佳子 �県立沼田女子高校 �30　50′　52′′ 

（表中の〇　日′　は、時間・分・秒を表す）

第13回　山田昇杯成績　（02，10，6）

1 �鏑木　　毅 �群馬県庁 �2。05′　56′′ 

2 �松本　　大 �群馬大 �2。10′　32〝 

3 �林　　幸男 �大工山岳部OB �2018′　32” 

4 �白澤　将人 �山梨県一宮町 �20　21′　01” 

5 �斎藤　　亨 �栃木〃独走快汗 �20　25′11′′ 

6 �渡辺　幸一 �碓氷郡松井田町 �20　29′　53′′ 

7 �山田　　豊 �沼田山岳会 �20　38′　33〝 

8 �松本　　大 �藤岡ホスピタル �20　45′　21” 

9 �登丸　　剛 �リフレッシュ21 �2。45′　34′′ 

10 �佐藤　昭則 �十日町地域消防署 �2。49′　49’′ 

11 �大谷　俊行 �大泉町役場 �20　54′　49〝 

12 �児玉　雅之 �太田山岳会 �2o　57′　40” 

13 �廣岡創太郎 �日大サイケノング部 �3o　Ol′　37′′ 

14 �石井　知徳 �藤岡総合外来 �30　01′　42′′ 

15 �廣瀬　昭憲 �県立高崎工業高校 �30　03′　08” 

16 �深谷　　日月 �太田山岳会 �30　04′　56〝 

17 �斉藤きく代 �Minx �3o　O8′　27′′ 

18 �若井　栄一 �十日町地域消防署 �3olO′　04′′ 

19 �船橋　　緑 �埼玉県さいたま市 �3012′　46〝 

20 �大野　真也 �県立大泉高校 �3。13′16” 

一
五
八
メ
ー
ト
ル
）
　
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
折
り
し
も
国
連
総
会
で
決
議
さ

桑
羅
誰
非
難

本
県
が
生
ん
だ
登
山
家
、
山
田
　
昇
、

三
枝
照
雄
両
氏
の
業
績
を
後
世
に
伝
え
、

登
山
の
基
礎
で
あ
る
体
力
を
競
い
合
っ

て
、
登
山
の
普
及
や
発
展
を
推
し
進
め

よ
う
と
す
る
、
第
十
三
回
山
田
昇
記
念

杯
登
山
競
争
大
会
が
、
平
成
十
四
年
十

月
六
日
（
日
）
、
わ
が
群
馬
岳
連
と
川
場

村
と
の
主
催
に
よ
っ
て
、
武
尊
山
　
（
二

人
々
の
文
化
を
守
ろ
う
と
呼
び
か
け
て

展
開
さ
れ
る
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、
山
田
杯

七
十
九
名
、
三
枝
賞
六
十
二
名
、
一
般

参
加
五
十
名
、
計
百
九
十
一
名
が
参
加

した。こ
の
記
念
す
べ
き
大
会
に
勝
利
し
た

の
は
、
鏑
木
　
毅
選
手
　
（
辞
馬
県
庁
）
。

六
年
連
続
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

山
田
杯
女
子
の
部
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
斉
藤
き
く
代
選
手
　
（
前
橋
・
M
i

n
X
）
　
が
連
勝
。
三
枝
賞
で
は
、
新
潟

県
十
日
町
高
校
勢
が
上
位
を
お
さ
え
る

中
で
、
2
位
高
橋
昭
彦
選
手
（
前
橋
高
）
、

4
位
日
部
貴
博
選
手
　
（
高
崎
高
）
　
が
健

闘
し
た
。

大
会
運
営
の
効
率
化
や
、
長
引
く
不

況
下
に
あ
っ
て
経
費
節
減
を
図
る
努
力

が
払
わ
れ
、
山
田
杯
・
三
枝
賞
共
に
一

斉
ス
タ
ー
ト
と
し
、
ま
た
、
前
夜
祭
か

ら
懇
親
会
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
た
。
本

大
会
も
、
山
田
家
、
三
枝
家
、
そ
し
て

川
場
村
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
多
く
の
協

賛
事
業
所
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
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まんぐ畠山

連
館
で
行
わ
れ
た
。
尚
、
鏑
木
　
毅
氏

は
、
第
二
十
八
回
上
毛
ス
ポ
ー
ツ
賞
を

受
賞
、
平
成
十
四
年
十
二
月
十
日
、
上

毛
新
聞
社
上
毛
ホ
ー
ル
に
お
い
て
表
彰

さ
れ
た
。

羽
野
順
一
氏
　
（
墳
町
山
の
会
）
　
は
、

多
年
に
亘
り
鞘
馬
県
臨
床
衛
生
検
査
技

師
会
副
会
長
と
し
て
、
ま
た
、
鶴
各
病

院
検
査
技
師
長
と
し
て
保
健
衛
生
の
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

秋
の
叙
勲
に
お
い
て
栄
え
あ
る
勲
五
等

双
光
旭
日
章
を
受
賞
さ
れ
た
。
こ
の
栄

誉
を
た
た
え
る
た
め
、
平
成
十
五
年
二

月
十
五
日
、
辞
馬
県
山
岳
連
盟
と
墳
町

山
の
会
が
主
催
し
て
叙
勲
受
賞
記
念
祝

賀
会
が
伊
勢
崎
市
に
て
開
催
さ
れ
、
七

十
名
を
越
え
る
山
の
仲
間
た
ち
か
ら
祝

福
を
受
け
た
。

催
さ
れ
る

太
田
忠
行
氏
　
（
辞
馬
独
峰
会
）
　
は
、

長
年
に
亘
り
轄
馬
県
山
岳
連
盟
常
任
理

事
を
つ
と
め
、
本
県
の
山
岳
競
技
選
手
、

登
山
指
導
員
、
遭
難
救
助
隊
員
の
指
導
・

養
成
に
あ
た
ら
れ
、
ま
た
、
日
本
山
岳

協
会
国
体
常
任
委
員
と
し
て
も
活
躍
さ

れ
て
い
る
。
特
に
昭
和
五
十
八
年
本
県

で
開
催
さ
れ
た
「
あ
か
ぎ
国
体
」
　
で
は
、

副
審
判
長
兼
競
技
部
長
と
し
て
大
会
運

営
の
中
軸
と
な
っ
て
尽
力
さ
れ
、
山
岳

競
技
会
を
成
功
裡
に
導
い
た
。

鏑
木
　
毅
氏
は
、
平
成
十
四
年
七
月

二
十
六
日
、
第
五
十
五
回
富
士
登
山
競

走
大
会
山
頂
コ
ー
ス
で
優
勝
。
十
月
六

日
に
は
、
第
十
三
回
山
田
昇
記
念
杯
登

山
競
争
大
会
で
優
勝
し
、
六
連
覇
を
達

成
。
平
成
十
五
年
二
月
十
六
日
に
は
、

都
岳
連
主
催
第
2
回
コ
メ
ッ
ト
カ
ッ
プ

に
二
年
連
続
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
山

岳
競
技
大
会
に
お
い
て
め
ざ
ま
し
い
活

躍
を
続
け
て
い
る
。

「
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
」
　
山
岳
競
技

会
に
お
い
て
、
少
年
男
子
の
高
橋
昭
彦
、

目
部
貴
博
、
堀
込
　
悟
の
三
君
は
、
種

別
総
合
七
位
　
（
縦
走
六
位
、
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
八
位
）
　
と
活
躍
し
た
。

表
彰
式
は
、
二
月
二
十
七
日
、
轄
馬

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ぐ
ん
ま
武

「
国
際
山
岳
年
2
0
0
2
」
は
、
山
々

と
山
麓
住
民
の
文
化
を
守
ろ
う
と
、
一

九
九
八
年
秋
、
国
連
総
会
で
決
議
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て

は
二
〇
〇
一
年
秋
、
日
本
委
員
会
が
発

足
し
、
地
理
・
森
林
・
民
俗
学
な
ど
の

学
術
界
と
日
本
山
岳
協
会
を
始
め
と
す

る
登
山
界
と
で
、
山
々
の
明
日
を
考
え

よ
う
と
諸
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
平
成
十
四
年
九
月
十
五
日
、
鞋
馬

岳
連
は
会
員
が
四
季
を
通
じ
て
親
し
ん

で
い
る
谷
川
岳
周
辺
で
清
掃
登
山
を
行

な
っ
た
が
、
こ
れ
は
国
際
山
岳
年
日
本

委
員
会
が
、
登
山
と
自
然
保
護
・
環
境

保
全
と
の
共
存
を
訴
え
た
山
岳
憲
章
の

趣
旨
に
沿
っ
て
、
開
催
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
当
日
は
西
黒
沢
と
、
旧
道
か
ら

芝
倉
沢
を
中
心
に
清
掃
活
動
が
行
な
わ

れ
、
会
員
の
家
族
や
一
段
市
民
も
加
わ

っ
て
参
加
者
百
九
十
六
人
を
数
え
た
。

松
永
　
幸
雄

辞
馬
県
山
岳
連
盟
の
十
四
年
度
の
冬

山
合
宿
は
、
七
山
岳
会
十
一
パ
ー
テ
ィ

が
計
画
し
、
左
記
の
合
宿
が
実
施
さ
れ

た。
太
田
山
岳
会
　
（
C
L
町
田
、
長
山
、

深
谷
、
村
田
、
児
玉
、
小
杉
）
　
剣
岳
小

窓
尾
根
。
　
太
田
山
岳
会
（
C
L
吉
田
、

飯
塚
、
加
藤
）
南
ア
ル
プ
ス
聖
、
上
河

内
、
蒼
白
岳
。
　
太
田
山
岳
会
　
（
C
L

鹿
山
、
金
子
）
　
槍
平
。
　
前
橋
山
岳
会

（
C
L
角
田
、
伊
藤
、
茂
木
、
内
藤
、

松
田
、
水
野
）
　
明
神
岳
南
西
尾
根
～
前

穂
高
岳
。
　
前
橋
山
岳
会
（
C
L
柴
田
、

桜
井
、
大
家
）
　
西
穂
高
岳
。
　
桐
生
山

岳
会
　
（
C
L
吉
田
、
文
江
、
須
永
、
樋

口
、
増
田
）
　
明
神
岳
南
西
尾
根
～
前
穂

高
岳
。
　
墳
町
山
の
会
　
（
C
L
剣
持
、

篠
原
、
小
暮
、
石
田
、
星
野
、
藤
倉
）

八
ヶ
岳
、
赤
岳
。
　
沼
田
山
岳
会
　
（
C

L
坂
井
、
真
下
、
柳
沢
、
星
野
、
長
田
、

桜
沢
、
見
城
、
宇
田
川
、
高
橋
、
原
田
）

谷
川
岳
。
　
醇
馬
登
高
会
（
C
L
堀
越
、

佐
藤
、
稲
塚
）
　
谷
川
岳
。
　
大
間
々
山

岳
会
　
（
C
L
福
田
、
前
原
）
　
奥
日
光
、

錫
ケ
岳
。
　
大
間
々
山
岳
会
　
（
C
L
阿

部
、
悦
子
）
　
槍
ヶ
岳
。

今
年
の
冬
山
合
宿
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
会
が
計
画
通
り
の
行
動
を

し
て
い
る
が
、
一
部
参
加
メ
ン
バ
ー
の

減
少
等
で
計
画
半
ば
で
引
き
返
し
た
会

も
あ
っ
た
。

近
年
、
冬
山
合
宿
計
画
す
る
山
岳
会

の
減
少
で
寂
し
い
限
り
だ
が
、
来
年
こ

そ
は
充
実
し
た
合
宿
を
期
待
し
た
い
。
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アルプスを始め世界各地での 

、卜航空券　　トレッキング、海外華中 
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三菱 i三雲 � ���蒙萎 
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犠 ��：∴ �∴∴∴ ��髪憂曇 ����� �：言∴ � � � 
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iO教室－ 　◆ii 　　　l J 　　　＋● 　鷺　　懸‘議題醒題 　懸＿　串＝∴－一一蕊溺 　　鳥 　　　篭 鮭が　　糎睦曽 

連一　高導　一＿ jt　　　暮謂糖　　　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　雷諸霞＿， 

委蒙案桑蒙零 ����� �∴子‥∴　一㌧ �‾桑姦箋 �葵祭線照掃 鷺轡綴綴 �‘慧愛 �一挙∴「∴∴∴∴「誓∴三三∴三三圭∴㌣∴ 
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設グル臆プ 

、21世紀の人間と環境を考える。 総合建設業 

屋建設株式会社 
会　長　星　野　　光 
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